


2広報とうよう 最終号

東陽村長

橋　本　幸　一



3 広報とうよう 最終号

東陽村議会議長

村　�　　　安



4広報とうよう 最終号

１
９
５
５（
昭
和
三
〇
）年

１
９
５
６（
昭
和
三
一
）年

１
９
５
７（
昭
和
三
二
）年

１
９
５
８（
昭
和
三
三
）年

１
９
５
９（
昭
和
三
四
）年

１
９
６
０（
昭
和
三
五
）年

１
９
６
１（
昭
和
三
六
）年

１
９
６
２（
昭
和
三
七
）年

１
９
６
３（
昭
和
三
八
）年

１
９
６
４（
昭
和
三
九
）年

１
９
６
５（
昭
和
四
〇
）年

１
９
６
６（
昭
和
四
一
）年

１
９
６
７（
昭
和
四
二
）年

１
９
６
８（
昭
和
四
三
）年

１
９
６
９（
昭
和
四
四
）年

１
９
７
０（
昭
和
四
五
）年

１
９
７
１（
昭
和
四
六
）年

１
９
７
２（
昭
和
四
七
）年

１
９
７
３（
昭
和
四
八
）年

１
９
７
４（
昭
和
四
九
）年

１
９
７
５（
昭
和
五
〇
）年

１
９
７
６（
昭
和
五
一
）年

１
９
７
７（
昭
和
五
二
）年

１
９
７
８（
昭
和
五
三
）年

１
９
７
９（
昭
和
五
四
）年

１
９
８
０（
昭
和
五
五
）年

種
山
、
河
俣
の
二
つ
の
村
が
合
併
し
、
東
陽
村

と
な
る

県
道
人
吉
〜
宮
原
線
大
通
峠
開
通

種
山
小
学
校
第
三
校
舎
南
四
教
室
増
築

座
連
桶
渕
橋
架
替
　
赤
山
農
道
改
良
工
事

南
地
区
簡
易
水
道
完
成
　
平
山
幹
線
道
路
完

成公
民
館
結
婚
第
一
号
　
座
連
中
尾
橋
架
替

種
山
小
学
校
・
種
山
中
学
校
ミ
ル
ク
給
食
開
始

東
陽
村
青
年
団
結
成
　
内
の
木
場
分
校
赤
電

話
設
置

集
中
豪
雨（
各
地
に
大
被
害
、死
者
一
名
）

坂
よ
り
上
保
育
所
設
置

故
・
橋
本
勘
五
郎
氏
県
教
育
委
員
会
か
ら
近
代

文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
　
箱
石
保
育
所
設

置農
業
構
造
改
善
事
業（
実
施
）

内
の
木
場
分
校
施
設
完
成

種
山
小
学
校
校
章
、標
準
服
制
定

種
山
、
河
俣
中
学
校
統
合
し
、
東
陽
中
学
校
と

改
称

東
陽
中
学
校
校
舎
完
成
　
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
誕
生

子
供
会
及
び
育
成
会
発
足
　
村
敬
老
年
金
制

度
の
実
施

集
中
豪
雨
（
各
地
に
被
害
）
種
山
小
学
校
床
上

七
十
セ
ン
チ
浸
水

東
陽
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
及
び
完
全

給
食
開
始

地
域
集
団
電
話
設
置
（
全
域
）
　
種
山
小
学
校

プ
ー
ル
完
成

河
俣
小
学
校
プ
ー
ル
完
成
　
第
一
回
し
ょ
う

が
祭
り
実
施

種
山
小
学
校
体
育
館
完
成

公
社
電
話
自
動
化
切
替
（
全
域
）
　
東
陽
中
学

校
プ
ー
ル
竣
工

役
場
新
庁
舎
完
成

黒
渕
公
民
館
完
成



5 広報とうよう 最終号

１
９
８
１（
昭
和
五
六
）年

１
９
８
２（
昭
和
五
七
）年

１
９
８
３（
昭
和
五
八
）年

１
９
８
４（
昭
和
五
九
）年

１
９
８
５（
昭
和
六
〇
）年

１
９
８
６（
昭
和
六
一
）年

１
９
８
７（
昭
和
六
二
）年

１
９
８
８（
昭
和
六
三
）年

１
９
８
９（
平
成
元
　
）年

１
９
９
０（
平
成
二
　
）年

１
９
９
１（
平
成
三
　
）年

１
９
９
２（
平
成
四
　
）年

１
９
９
３（
平
成
五
　
）年

１
９
９
４（
平
成
六
　
）年

１
９
９
５（
平
成
七
　
）年

１
９
９
６（
平
成
八
　
）年

１
９
９
７（
平
成
九
　
）年

１
９
９
８（
平
成
一
〇
）年

１
９
９
９（
平
成
一
一
）年

２
０
０
０（
平
成
一
二
）年

２
０
０
１（
平
成
一
三
）年

２
０
０
２（
平
成
一
四
）年

２
０
０
３（
平
成
一
五
）年

２
０
０
４（
平
成
一
六
）年

２
０
０
５（
平
成
一
七
）年

内
の
木
場
分
校
プ
ー
ル
竣
工
　
河
俣
小
学
校

六
学
級
編
制
と
な
る

村
運
動
公
園
造
成
工
事
　
山
村
地
域
農
林
漁

業
特
別
対
策
事
業

企
業
誘
致
の
導
入（
浜
松
中
央
織
物
株
式
会
社
）

東
陽
村
総
合
振
興
計
画
樹
立

差
野
宅
地
造
成（
二
十
区
画
完
成
）

河
俣
小
学
校
校
舎
落
成
　
選
挙
投
票
所
を
統

合定
住
セ
ン
タ
ー
完
成
　
集
落
統
合

故
・
緒
方
正
規
博
士
県
教
育
委
員
会
か
ら
近
代

文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰

東
陽
郵
便
局
現
在
地
へ
新
築
移
転
　
信
号
機

設
置
（
定
住
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点
）
婦
人
会
発

足ゆ
う
や
の
里
完
成
　
株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
工

場
落
成
　
河
俣
郵
便
局
現
地
へ
新
築
移
転

東
陽
中
学
校
柔
剣
道
場
完
成

栗
林
住
宅
団
地
造
成
　
内
の
木
場
分
校
校
舎

落
成

河
俣
山
村
広
場
完
成
　
台
風
十
三
号
猛
威
を

ふ
る
う

石
匠
館
落
成
　
東
陽
村
マ
ス
コ
ッ
ト
決
定

総
合
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
　「
緒
方

正
規
」氏
・「
橋
本
勘
五
郎
」氏
・「
島
田
弥
市
」氏

を
名
誉
村
民
と
す
る

東
陽
村
が「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

優
良
団
体
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞
　

菜
摘
館
オ
ー
プ
ン
　
ひ
か
わ
の
里
落
成

河
俣
保
育
所
の
新
園
舎
が
完
成
　
黒
木
止
善

館
オ
ー
プ
ン

情
報
連
絡
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
村
内
全
域
・

全
戸
対
象
に
整
備

台
風
十
八
号
村
内
に
甚
大
な
被
害
　
地
域
振

興
券
交
付

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
　
河
俣
地
区
鶴
下

橋
完
成

交
流
空
間
整
備
計
画
策
定

森
下
地
区
歴
史
水
辺
公
園
整
備
工
事
と
温
泉

掘
削
工
事
開
始

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
着
手
　
温
泉
掘
削
現

場
で
温
泉
湧
出

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
　
石
橋
公
園
完
成

村
合
併
五
十
周
年
　
交
流
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
オ
ー
プ
ン

八
代
市
、坂
本
村
、千
丁
町
、鏡
町
、東
陽
村
、泉

村
の
六
市
町
村
が
合
併
し
、八
代
市
と
な
る



6広報とうよう 最終号

村村村村村村村村村村
陽陽陽
村
陽
村
陽陽
村村
陽
村
陽
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
東
陽
東
陽陽陽
東東
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
東東東東東東

ああ

がが

あ
り
が

あ
り
が
とと
が
と
が
と
がが

う
東
う
東

ととと
う
と
ううう
東東東東東東東東東東東東
うううう
とと
がががががががががががが

あ
り
が

あ
り
が

ああ

と
う
東
陽
村

あ
り
が
と

式式式式式式式式式式式式式式式式式式
村
式
村
式
村
式
村
式
村村
式式式式
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

村
閉
村
閉閉
村
閉
村

村
閉
村
閉閉
村
閉
村
閉閉閉閉閉閉
村村村村村村村村村村村村村村村村
陽
村
陽
村

東
陽
東
陽
村村
陽陽
東
陽
東
陽
東東東
陽
村
閉
村
式

～現在
橋本　幸一　氏

八～十二代
山本　　繁　氏

六・七代
村崎　年幸　氏

三・五代
押方　信行　氏

初・二・四代
前田　正勝　氏

思い出作文表彰者（左から氏原侑香さん、
澤田夏希さん、藤本雅子さん、坂田励起
くん）出席者全員による万歳三唱

賑わいを見せたヘリコプター遊覧飛行

約６００名の出席のもと、盛大に行われた
東陽村閉村式

消防団による団旗返納



7 広報とうよう 最終号

初　代
福島　貞雄　氏

十九　代
村� 安　氏

十八　代
黒田　武生　氏

十六　代
橋本　幸一　氏

十四・十七　代
堀�　勝正　氏

十三　代
野村　鉄夫　氏

十二　代
黒田　　巌　氏

十一　代
田嶋　昭四郎　氏

十　代
藤岡　　隆　氏

九　代
山本　　繁　氏

八　代
中村　　實　氏

六　代
山口　鎮男　氏

五　代
蓑崎　　悟　氏

四　代
徳永　　宏　氏

三　代
田村　茂則　氏

二　代
本島　貞喜　氏

十五　代
坂崎　孝弼　氏



8広報とうよう 最終号

ちの東陽村
民インタビュー  ー ～～  

した。村民のみなさんから『東陽村の思い出』・『新市への期待』

ントを紹介します。

東
陽
村
も
私
も
共
に
生
誕
五
十
年
と
い
う
節

目
の
年
に
、
市
町
村
合
併
を
迎
え
る
こ
と
は
、

大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
村
の
こ
れ

ま
で
の
歴
史
と
自
分
の
歩
み
を
重
ね
、
記
念
す

べ
き
出
来
事
（
東
陽
中
学
校
第
一
期
生
等
）
に
携

わ
り
、
何
か
縁
を
感
じ
ま
す
。
又
、
村
の
広
報

の
お
手
伝
い
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
村
の
風
景
、
人
情
味
豊
か
な
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
財
産
で

す
。
合
併
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
光
り
輝
く

地
域
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
こ
の
村
に
生
ま
れ
て
三
十

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
高
校
を
卒

業
後
、
熊
本
市
の
専
門
学
校
に
進

学
し
、
そ
の
ま
ま
就
職
し
て
八
年

間
村
外
で
生
活
し
て
き
ま
し
た

私
は
東
陽
村
に
二
十
六
年
住
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
村
の
良
い
所

は
、
地
域
の
人
々
が
自
分
の
家
族

の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ
で
始
ま
る
朝

「
お
は
よ
う
」
の
声
。
そ
れ
ら
に

支
え
ら
れ
て
私
は
育
て
ら
れ
て
き

が
、
や
は
り
生
ま
れ
育
っ
た
地
元

『
東
陽
村
』が
イ
イ
で
す
ね
。
特
に

子
育
て
を
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い

の
自
然
環
境
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
の
中

で
『
東
陽
村
』
の
使
い
慣
れ
た
名

前
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
事
は
非

常
に
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
名
前

が
変
わ
る
だ
け
で
、
無
く
な
っ
て

し
ま
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
八
代
市
に
『
東
陽
』
あ

り
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
し
ま
す
。

私
は
六
歳
ま
で
東
陽
村
で
過
ご

し
そ
の
後
、
宮
原
や
熊
本
に
住
ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
運
命

な
の
か
ま
た
、
東
陽
村
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

以
前
、
宮
原
に
住
ん
で
い
た
頃

に
「
東
陽
村
は
不
便
だ
し
、
学
校

の
部
活
も
少
な
い
の
で
子
ど
も
が

か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い
う
声
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
私

に
は
中
学
生
の
娘
が
い
ま
す
が
田

舎
で
生
徒
数
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
先
生
の
目
も
一
人
ひ
と
り
に

行
き
届
き
、
子
ど
も
た
ち
も
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
暖
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
の
で
親
と
し
て
も

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
幸
福
だ

な
と
思
い
ま
す
。
東
陽
村
と
い
う

田
舎
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
周

り
の
人
た
ち
の
暖
か
い
心
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
東
陽
村

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

た
の
で
す
。

東
陽
村
は
私
の
故
郷
で
す
。
学

生
の
こ
ろ
、「
村
民
」
と
い
う
こ

と
を
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
た

私
で
す
が
、
今
で
は
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
や
人
々
の
優
し
さ
に

日
々
、
触
れ
て
い
ら
れ
る
お
か
げ

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

八
月
か
ら
新
市
誕
生
に
あ
た
り

「
東
陽
町
」
と
し
て
の
益
々
の
活

性
化
、
そ
し
て
他
の
山
間
地
域
も

同
じ
く
広
い
範
囲
で
の
行
き
届
い

た
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま

す
。



9 広報とうよう 最終号

私た
ち

～～  ～ ～ 村民 村
　東陽村が誕生し、50年がたちまし
等のコメントをいただきました。
10代から70代のみなさんのコメ

友
人
宅
に
仲
間
と
泊
ま
り
込
ん

で
囲
碁
や
川
遊
び
に
興
じ
た
学
生

時
代
。

縁
あ
っ
て
東
陽
村
民
に
な
っ
て
四

十
四
年
。光
陰
矢
の
如
し
で
あ
る
。

生
徒
指
導
や
連
絡
指
導
に
取
り

組
ん
だ
種
山
中
時
代
、
放
課
後
児

童
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
河

俣
小
時
代
、
若
か
っ
た
頃
が
懐
か

し
い
。

通
勤
途
中
、
子
ど
も
を
バ
イ
ク

で
保
育
園
に
送
り
、
病
気
で
医
院

へ
、
子
育
て
に
は
随
分
と
協
力
し

た
。
先
輩
二
人
と
自
動
車
学
校
行

き
を
約
束
、
お
陰
で
免
許
を
取
得

で
き
た
。

息
子
に
彼
女
が
で
き
、
村
と
は

言
え
ず
東
陽
町
と
言
っ
た
と
か
。

八
月
一
日
か
ら
八
代
市
東
陽
町
。

息
子
も
先
見
の
明
が
あ
っ
た
の
か

も
？

●東陽村の山や川などのたくさんの自然で遊べてよかった。
●たくさんの自然に囲まれて、いい環境で勉強ができる。
●八代市になっても自然がいっぱいで人の温かさが溢れる町であ
って欲しい。
●都会ではできない遊びができて良かった。
●しょうが祭が楽しかったです。
●楽しい思い出をありがとう。
●村民みんなが家族みたい。
●思い出をいっぱいありがとう。
いい所を残して生まれ変われ！東陽村。
●東陽村の人はいい人だし、私たちを応援してくれるから好き。
●今までアリガトウ。これからもヨロシク。

東
陽
村
に
生
ま
れ
育
っ
て
七
十

六
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
昭

和
三
十
年
、
種
山
村
と
河
俣
村
が

合
併
し
東
陽
村
と
な
り
五
十
年
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
た
く
さ

ん
の
出
来
事
が
あ
り
、
又
た
く
さ

ん
の
施
設
が
で
き
て
道
路
の
整
備

等
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
人
情
味
あ
る
東

陽
村
が
大
好
き
で
す
。

八
月
一
日
か
ら
八
代
市
に
な
り

少
し
さ
み
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。で

も
、
新
た
な
気
持
ち
で
八
代

市
の
一
市
民
と
し
て
一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東陽中学校　３年生（敬称略）
上原　美紗　　　上村誠衣菜
梅本　和海　　　木村　康平
木村　円香　　　下村　智子
下村夢都美　　　白石　将己
白濱　裕之　　　田嶋　悠璃
徳永　　亮　　　野方　昭子
野� 明香　　　畑中　梨奈
平木　貴博　　　藤本　雅子
古田　智宏　　　本田　大智
益田　義成　　　松永　周子
水本　隆弘　　　蓑崎　芙美
森� 太旗　　　森本健太郎
山口　公広　　　山口　真知
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合併後ここが変わります合併後ここが変わります
－新「八代市」誕生－

合併後ここが変わります

　　８月１日、八代市、坂本村、千丁町、鏡町、東陽村、泉村が合併し、新「八代市」が誕生します。
　合併でどんな点が変わるのか、主な変更点を紹介します。

地域審議会、地域振興、地域自治組織、行政区及び区長、要望陳情、広報、公聴、
CATV、交通安全、消防防災、情報公開、個人情報保護、統計調査、庶務、庁舎
管理、支所内総合調整、社会教育、文化振興、スポーツ振興、選挙、監査補助

戸籍、住民記録、印鑑、外国人登録、市税、住民相談、消費者行政、人権啓発、
一般廃棄物、浄化槽、動物、環境美化、環境保全、害虫駆除、現金・物品出納保
管

障害・老人・母子・児童福祉、民生児童委員、介護保険、健康増進、健康指導、
予防事業、国民健康保険、国民年金

農業振興、農業基盤整備、農業委員会、石匠館、商工観光業振興、水産業振興、
林業振興、林道、林業基盤整備、国土地籍調査

道路、水路、河川の維持改良、占用許可、公園緑地、公営住宅

総務課補助執行

４人

２人

東陽支所

34人

総　務　課

市民環境課

健康福祉課

福祉保健センター

産業振興課

建　設　課

公　民　館

保　育　所

給食センター

学　　　校

　８月１日から東陽村役場は、八代市東陽支所に
変わります。
　支所の組織も表のとおり変わりますので、ご確
認ください。
　主な変更点は、税務課、会計室の業務、保健セ
ンターみどりの業務の一部が市民環境課へ統合され、
教育委員会の業務が総務課へ統合されます。
　また、企画広報課の業務が総務課と産業振興課
に分かれます。

●
平
成
十
二
年
三
月

熊
本
県
が「
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」を
公
表

●
平
成
十
三
年
十
二
月

任
意
協
議
会「
八
代
地
域
市
町
村
合
併
協
議
会
」が
発
足

●
平
成
十
四
年
八
月

各
市
町
村
で
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
九
月
一
日
法
定
協
議
会
設
置
を

議
決

●
平
成
十
四
年
九
月
一
日

法
定
協
議
会「
八
代
地
域
市
町
村
合
併
協
議
会
」が
設
置

●
平
成
十
四
年
十
月

四
十
八
項
目
の
合
併
協
定
項
目
を
確
認

●
平
成
十
四
年
十
一
月

新
設（
対
等
）合
併
方
式
を
確
認

●
平
成
十
四
年
十
二
月

合
併
期
日
平
成
十
七
年
一
月
十
六
日
を
確
認

●
平
成
十
五
年
四
月

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
当
分
の
間
現
在
の
八
代
市
役
所
と
す
る
こ

と
を
確
認

●
平
成
十
五
年
七
月

新
市
名
称「
八
代
市
」を
確
認

●
平
成
十
五
年
八
月

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
は「
四
十
二
人
の
定
数
特
例
と
し
選
挙
区

は
設
置
し
な
い
」こ
と
を
確
認

●
平
成
十
五
年
十
月

竜
北
町
と
宮
原
町
が
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
を
表
明

●
平
成
十
六
年
十
一
月
〜
平
成
十
七
年
二
月

八
代
市
、
坂
本
村
、
千
丁
町
、
鏡
町
、

東
陽
村
、
泉
村
の
６
市
町
村
で
新
た
な
枠
組
み
を
協
議

●
平
成
十
六
年
三
月

八
代
市
、
坂
本
村
、
千
丁
町
、
鏡
町
、
東
陽
村
、
泉
村
の
六
市
町
村

で
法
定
協
議
会
が
設
置



11 広報とうよう 最終号

第
十
五
回
法
定
協
議
会
で
合
併
の
方
式（
新
設「
対
等
」合
併
）・
合
併

の
期
日（
平
成
十
七
年
八
月
一
日
）・
新
市
の
名
称（
八
代
市
）な
ど

を
確
認

●
平
成
十
六
年
四
月

町
・
字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
六
年
五
月

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
六
年
七
月

議
会
議
員
の
定
数
三
十
四
人
及
び
任
期
の
取
扱
い
を
確
認

●
平
成
十
六
年
八
月

学
校
教
育
関
係
事
業
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
六
年
九
月

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
六
年
十
月

特
別
職
の
報
酬
等
に
関
す
る
小
委
員
会
設
置

●
平
成
十
六
年
十
一
月

新
市
の
市
章
・
農
業
委
員
会
の
定
数
三
十
人
及
び
任
期
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
七
年
一
月

地
方
税
の
取
扱
い
・
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
七
年
二
月

福
祉
制
度
の
取
扱
い
・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

各
部
会
の
補
助
金
・
交
付
金
の
取
扱
い
な
ど
を
確
認

●
平
成
十
七
年
三
月

新
市
建
設
計
画
案
を
確
認

●
平
成
十
七
年
三
月
十
三
日

八
代
市
、
坂
本
村
、
千
丁
町
、
鏡
町
、
東
陽
村
、
泉
村
合
併
調
印
式

●
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日

東
陽
村
議
会
配
置
分
合
議
案
全
会
一
致
で
可
決

●
平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

配
置
分
合
県
知
事
申
請

●
平
成
十
七
年
八
月
一
日

新「
八
代
市
」誕
生

Ｑ地方税はどうなるの？
Ａ法人市民税の税率は８月１日から標準税率に1.2を乗じ
　た制限税率となります。
　固定資産税の税率は1.6％となります。ただし、平成17
　年度から平成19年度までは1.4％とし、平成20年度から
　平成21年度まで1.5％となります。また社会経済情勢に
　よっては1.5％から1.6％に引き上げる時期が前後するこ
　ともあり得ます。
Ｑ原動機付自転車等の標識（ナンバープレート）はどうな
　るの？
Ａ旧市町村で交付済みの標識は、新市においても継続して
　使用できます。また、旧市町村で交付済みの標識を新市
　の標識に登録する場合は、無料にて標識交付します。（旧
　標識を取り外し返納してください。）

Ｑごみ袋の金額はどうなるの？
Ａ今まで村内のごみ袋は１枚15円でしたが、合併後は新
　市において、１枚50円となります。
Ｑ国民健康保険被保険者証・老人保健医療受給者証が変わ
　ります。
Ａ７月末日までに各家庭へ八代市国民健康保険被保険者証
　並びに老人保健医療受給者証を送付します。（国民健康
　保険被保険者証は世帯証から個人証となり、国保加入者
　ごとに一枚となります。）
　　なお、東陽村から交付を受けた老人保健医療受給者証
　は回収しますので、同封の返信用封筒で返送してくださ
　い。（国民健康保険被保険者証はハサミを入れるなどし
　て各自で処分してください。）
Ｑ合併後の保育料はどうなるの？
Ａ合併に伴い、下表のとおり保育料が変更になります。

税
　
務
　
関
　
係
　
各
　
種
　
証
　
明

所  

得  

証  

明

資
　
産
　
証
　
明

住宅用家屋証明

納税証明

課税台帳記載事項証明
（評価迄、税額のみ）

公課証明

課税証明

評価証明

資産証明

土地所有証明

所得証明（児童手当用）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額（月額）

定　　　　義 ３歳未満児 ３歳以上児

生活保護法による被保護世帯 0

0

5,000

10,000

12,000

17,000

20,000

22,000

24,000

27,000

32,000

34,000

36,000

0

4,000

8,000

10,000

15,000

18,000

19,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

国階層
区　分

階層区分

第１

第２

第３

第４

第５

第６
第6-2

第6-1

第5-3

第5-2

第5-1

第4-2

第4-1

第3-1

第3-2

第2-1

第１

第2-2

第７ 第７

所得証明（市町村県民税
課税証明書）

その他諸証明
（営業、軽油免税等）

1,300円

300円

300円
300円
300円
300円
300円
300円

300円

300円

300円

税務関係各種証明金額表新市保育料撤収基準額表

第1階層及び第4～第

7階層を除き、前年

度分の市町村民額の

区分が次の区分に該

当する世帯

第1階層を除き、前

年度分の所得税課税

世帯であって、その

所得税の額の区分が

次の区分に該当する

世帯

市町村民税非課税世帯
住宅障害児（者）のいる世帯

又は母子世帯等

市町村民税非課税世帯

市町村民税
課税世帯（均等割）
市町村民税

課税世帯（所得割）

32,000円未満

32,000円以上
64,000円未満

64,000円以上
80,000円未満

64,000円以上
112,000円未満

112,000円以上
160,000円未満

160,000円以上
200,000円未満

200,000円以上
408,000円未満

408,000円以上



∞

６
・
９
　
寺
田
卓
朗
（
種
山
）

（
父
・
忠
義
　
母
・
明
子
）

６
・
１１

前
田
純
希
（
平
野
団
地
）

（
父
・
貴
弘
　
母
・
明
美
）

∞

６
・
１９

山
田
ハ
ツ
ミ
（
９６
）

６
・
２５

黒
田
　
末
雄
（
８９
）

７
・
２
　
星
田
　
　
境
（
８０
）

７
・
４
　
藤
本
　
和
貴
（
５４
）

∞

故
人
　
　
　
　
　

寄
贈
者

宮
本
　
正
之
　
　
　
宮
本
フ
ミ
子

（
寄
贈
先
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

山
田
ハ
ツ
ミ
　
　
　
宮
本
ツ
ヨ
子

（
寄
贈
先
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

黒
田
　
末
雄
　
　
　
黒
田
マ
ス
ミ

（
寄
贈
先
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
寄
贈
先
　
若
葉
老
人
会
）

星
田
　
　
境
　
　
　
星
田
　
数
子

（
寄
贈
先
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

藤
本
　
和
貴
　
　
　
藤
本
聡
一
郎

（
寄
贈
先
　
村
社
会
福
祉
協
議
会
）
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人口 男 1,298人

1,479人

2,777人

出生2　死亡2

転入0　転出7

847世帯

女

計

６月中の
異動内訳

世帯数

☆村のうごき☆
(平成17年6月30日現在) 戸

籍
の
窓

戸
籍
の
窓
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

1
�

広
報
と
う
よ
う
は
、
今
月
の
最
終
号
を
も
ち
ま
し

て
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
公
民
館（
教
育
委
員
会
）で
発
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
二
年
五
月
号
か
ら
現
在
ま
で
企
画
広
報

課
で
編
集
・
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長
年
に
わ

た
り
、
編
集
・
発
行
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

八
月
か
ら
八
代
市
、
坂
本
村
、
千
丁
町
、
鏡
町
、

東
陽
村
、
泉
村
が
合
併
し
、
新「
八
代
市
」と
な
り
ま
す
。

広
報
紙
の
発
行
は
新
市
全
域
で
作
成
し
、
毎
月
一

日
と
十
五
日
の
月
二
回
、
八
代
市
役
所
広
報
広
聴
課

が
広
報
や
つ
し
ろ
を
発
行
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
や
つ
し
ろ
の
作
成
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
広
報
と
う
よ
う
作
成
に
あ
た
り
ご
協
力
・

ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 ―

広
報
と
う
よ
う
最
終
号
に
あ
た
っ
て
―

広域全体

火  災

本  年 35

45

－10

2,763

2,412

＋351

1

1

0

50

51

－1

前  年

増  減

本  年

前  年

増  減

救  急

東陽村

☆火災・救急の発生件数☆
(平成17年6月30日現在)


